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１．令和３年度 学校目標 

  

１．質の高い教育の維持・向上 

 １）看護師国家試験合格率 100％ 

 ２）3 年間の継続した学習支援対策（特に成績低迷者への支援強化） 

 ３）基礎看護技術の教育内容の検討 

４）授業評価結果の活用 

 ５）学校カリキュラム評価年 2 回の実施と結果の活用 

 

２．母体病院及び機構病院への就職者の確保 

 １）母体病院への就職率 60％、機構病院への就職率 90％ 

 ２）機構病院の PR 活動の実施 

 ３）母体病院の実習指導体制の見直し 

 ４）実習施設との連携強化をし、実習指導の充実を図る 

５）卒業生への支援 

  

３．職務満足度の向上 

 １）看護教員の教育力・マネジメント力の向上 

 ２）研究活動の推進 

 ３）年次休暇の計画的な取得 

４）時間外勤務の削減等、効率的な勤務体制の直し 

  

４．閉校準備 

 １）閉校準備委員会（記念誌、式典等） 

 ２）学籍簿の整理 

 ３）学校物品の整理 

 

＜重点課題＞ 

 １． 看護師国家試験 100%合格 

  １）e-ラーニング等を活用し、個々の学習状況に合わせた学習支援の強化 

２）講義の知識を実習で活用し、知識と技術を定着できる教授方法の検討 

 

 ２．職務満足度の向上 

  １）看護教員の教育力・マネジメント向上のための研修参加 

  ２）計画的な年休取得と適正な勤務時間管理 
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Ⅰ．教育理念・目標 

 

①課題 

式典の縮小や学校内部だけの学校行事等により、保護者に対して、学生の学校生活の様子を伝

える機会が減っている。 
②今後の改善対策 

みどりが丘だよりや学校新聞など、学校生活が少しでも見えるものを送付する。 

学校生活について、ホームページの情報公開の充実を図っていく。または学校行事などは録画

配信なども検討する。 

保護者会は開催できない分、必要に応じて個別三者面接などで対応していく。 

 

③特記事項 

  なし 

  

 

評価項目 

４：適切  

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．理念・目的・育成人材像は定められて
いるか（専門分野の特徴が明確になって
いるか） 

４ ・定められている 

２．学校における職業教育の特色は何か
（定められている） 

４ ・定められている 

３．社会経済のニーズ等を踏まえた学校
の将来構想を抱いているか ４ 

・国立病院機構本部より、中長期的な視点に立っ

た学校評価の視点が示され、効率的効果的な学

校運営方針・活動内容について、計画的に活動

をしている。 

・学校の老朽化、長野県内においては、4 年生大

学が 2 校新設され、入学生の確保が困難になっ

ており、国立病院機構本部、県内機構病院との

協議の上、令和 3年度の入学生を最後に募集停

止とした。今後も母体病院の実習の受け入れ、現

任教育等看護師育成には積極的に協力してい

く。また閉校まで地域医療に貢献できる看護師の

育成輩出に努める。 

 

４．学校の理念・目的・人材育成像・特色・
将来構想などが学生・保護者等に周知さ
れているか 

４  

・学生の学習指針となるよう、具体的で実現可能

なものとして文章化し、学生便覧に記述してい

る。 

・学生には入学時オリエンテーション、実習開始

時のオリエンテーション、就職や進路指導に合わ

せて必要な時期に説明を行っている。 

・学生の様子を必要時、HP や学生を通して保護

者には伝えている。コロナ禍の影響で式典の参

加や保護者会の開催を中止しているが、文書で

説明等行っている。 

 

５．各学科の教育目標、育成人材像は、学
科等に対応する業界のニーズに向けて方
向づけられているか 

４ 

・看護専門職に求められる専門性、自律性、論理

性、判断力、実践力については学生便覧に記述

している。看護師に求められる実践力を身に付け

るための教育となっている。 
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Ⅱ 学校運営 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．目的等に沿った運営方針が策定されて
いるか 

４ 

・設置者の指針に沿った組織体制を取り、毎

年設置者および病院運営方針に則って学校の

運営方針を定めている。 

２．事業計画に沿った運営方針が策定され
ているか ４ 

・教育理念、教育目標に沿って年間計画、教

育計画、教科外活動を立案し、学生便覧に載

せ学生・職員に明確にしている。新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響により、実習方法や

学校行事など変更もあるが、その都度調整を

図り学生への周知を行っている。 

３．運営組織や意思決定機能は、規則等に
おいて明確化されているか、有効に機能し
ているか 

４ 

・学校運営会議規程、教員会議規程などがあ

り、それらの会議において学校運営に関する

職員の意見交換および意思決定を行ってい

る。 

４．人事・給与に関する制度は整備されて
いるか ４ 

・国立病院機構の規定に基づき運営してい

る。半年ごとの業績評価を行い、賞与に反映

している。人事については毎年職員カードの

提出と面接を実施し意向調査を行っている。 

５．教務・財務等の組織整備など意思決定
システムは整備されているか ４ 

・学校運営会議、教員会議の場で話し合いが

行われて承認を得て進めている。 

６．業界や地域社会等に対するコンプライ
アンス体制が整備されているか 

４ 

・個人情報保護の観点から、学生の成績管理

は独立したネットワークの成績管理システム

の中で管理している。職員用 PC はセキュリ

ティが強化された国立病院機構の情報ネット

ワーク（HOSP ネット）を用いている。 

・学生の実習記録の取扱いについては PC を

使用せず手書きとし、コピーで複製しない、

ファイルからは外さないなど取り扱いの規定

を設け周知している。 

・学生のインシデント・アクシデントの発生

時の対応については体制が整備されている。

看護部との指導者会議、HR、教員会議等でも

情報共有は図れている。 

・実習に関連した情報管理や安全管理に対す

る学生の教育について実習担当が系統立てて

実施している。 

７．教育活動等に関する情報公開が適正に
されているか ４ 

・ホームページにて学校評価、財務諸表につ

いて公開している。 

国家試験の合格率、就職情報、学校行事など

タイムリーに情報発信している。また HP に

は学生の声を掲載する等学校生活がわかるよ
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① 課題 

  ・情報システム化は図れたが、業務の効率的をさらにすすめる。 

② 今後の改善対策 

  教員の業務分担に ICT 担当を令和 4 年度から設け、教員個々がシステムの可能な機能を習得で

きるようにする。また業務負荷のないよう、SE 等の協力を得て ICT を進める。 

③ 特記事項 

 

 

Ⅲ 教育活動 

うにしている。その他に母体病院の広報誌に

５回/年学校の行事など掲載している。 

８．情報システム化等による業務の効率化
が図られているか 

３ 

・PC の共有ファイル使用により、業務の効率

化を図っている。 

・学生への連絡も連絡網システム（オクレン

ジャー）の導入により、速やかな周知をする

ことができている。 

・時間外勤務の削減に向け、働き方改革とし

て朝ミーティングにて情報共有、早出勤務者

による退勤前の勤務調整などを実施し、業務

の効率化に取り組んでいる。勤務時間管理の

原則を理解し自らタイムマネジメントできる

よう意識改革を図っている。 

・外部施設との会議、研究会については

Teams や CiscoWebex などを利用し WEB 会議を

実施。移動時間の削減、経費の削減だけでな

く業務に集中できるよう効率化を図ってい

る。 

・またコロナ禍で登校ができない学生への学

習保証としても CiscoWebex での授業配信を

行っている。 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．教育理念等に沿った教育課程の編成・
実施方針等が策定されているか 

４ 

学生便覧・教育課程に明示されている。 

次年度はカリキュラム改正であるが、当校は募集

停止であり導入はない。しかし、関信地区の国立

病院機構附属看護学校における共通カリキュラム

編成に取り組み、他校の教員と専門看護学領域の

教育内容、教育課程について会議を開催し、理念

に沿った教育課程編成に取り組んでいる。 

２．教育理念、人材育成像や業界のニーズ
を踏まえた学科の修業年限に対応した教
育到達レベルや学習時間の確保は明確に
されているか 

４ 

・指定規則を厳守し、教育理念・卒業生像を踏ま

えた教育目標到達のための学習時間が確保され

ている。新型コロナウイルス感染拡大の影響もあっ

たが、学修すべき時間については確保できカリキ

ュラムは順調に進めている。 

３．学科等のカリキュラムは体系的に編
成されているか ４ 

・指定規則に則り、学修すべきカリキュラムについ

ては体系的に編成されている。 
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４．キャリア教育・実践的な職業教育の視
点に立ったカリキュラムや教育方法の工
夫・開発などが実施されているか 

４ 

・コロナ禍の影響等により機構附属看護学校間の

研究授業の参観は減少し、外部への参加は 1件

であった。自校内において全教員が研究授業の

計画を進め実践した。 

基礎看護技術を教授する場合、臨床での実践方

法に近い形を意識して、教員間でも検討・共通理

解を図っている。 

５．関連分野の企業・関係施設等や業界団
体等との連携により、カリキュラムの作
成・見直し等が行われているか 

４ 

・看護教育に携わる講師、同窓生などを含めた学

校評価委員により年 1回外部評価を行い、カリキュ

ラムの作成見直しが行われている。結果について

は学校ホームページで公開している。 

・実習関連施設では実習終了後ごと振り返りを行

い実習内容、方法の見直しを行っている。 

・関信支部で検討された共通カリキュラムについ

て、他校の各領域の教員と意見交換することで、

共通認識できている。 

６．関連分野における実践的な職業教育
(産学連携によるインターンシップ、実
技・実習等)が体系的に位置づけられてい
るか 

４ 

・県内の機構病院、訪問看護ステーション、地域

包括、保育園、高齢者福祉施設等、母体病院以

外での実習施設がある。実習内容の説明、指導方

法について臨地の指導者と密に連携を取り調整し

ながら実習を進めている。 

・実習内容については各領域担当教員が毎年確

認し修正を行っている。 

実践的な職業訓練ができるよう体系的に位置づけ

られている。 

・学内での看護技術演習については技術チェック

で確実な手技ができるように合格点に届くまで技

術確認をしている。 

 

７．授業評価の実施・評価体制はあるか ３ 

・科目ごと、講師ごとに終講時に学生からの授業

評価を実施している。しかし、授業者側の評価はし

ていない。 

年 2 回の全学年に対し学校満足度評価（一部カリ

キュラム含まれる）を実施している。 

８．職業教育に対する外部関係者からの
評価を取り入れているか ４ 

・学校関係評価要項を基に、外部評価者を入れ

実施している。今年度は高崎看護学校と学校間

評価を書面にて実施した。 

 

９．成績評価・単位認定、進級・卒業判定
の基準は明確になっているか 

４ 
・学則・細則に明記され、成績評価・単位認定、卒

業判定の基準は明確となっている。学校運営会議

にて判定している。 

１０．資格取得等に関する指導体制、カリ
キュラムの中での体系的な位置づけはあ
るか 

４  

・教育課程、シラバス内に 1年次から 3年次まで学

科進度が示されており、学修の順序性が考慮さ

れ、根拠が記述され体系的な位置づけが記述され

ている。 

・国家試験対策については、1 年次から計画的に

カリキュラムの中に組み込んで学習支援を行って

いる。また、学年ごとに学習支援の方法の検討を

行い、教員会議で共有化している。特に 3 年次成

績低迷者(要学習支援者)へは個別面談、チュータ

ー制の取り組み、業者ガイダンスなど実施した。 

 

１１．人材育成目標の達成に向け授業を
行うことができる要件を備えた教員を確
保しているか 

４ 

・教員は教員養成講習会を受講、または大学院で

教育に関する単位を修得し、教員として基本的な

資質を身につけている。また看護基礎教育の中で

必要とされる学習内容を教授できるよう、自主的に

研修に参加し、自己研鑽をしている。教員としての
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質の向上ができるよう、業務調整し自己研鑽できる

よう環境を整えている。研修、学会などに参加し、

研究授業も学内で年 1回は実施した。 

・担当する科目の看護の実務経験のない教員もい

る。専門領域を担当する教員の確保は難しい状況

ではあるが、教員個々が実習施設との連携や研修

に参加し専門領域の知識を深める努力をしてい

る。 

１２．関連分野における業界等との連携
において優れた教員(本務・兼務を含む)
を確保するなどマネジメントが行われて
いるか 

４ 

・臨床から教員として適任者を教員養成講習会に

推薦してもらうよう働きかけを行っている。また教員

インターンシップの受講者を 2名受け入れ教員へ

のやりがいなど伝え教員への道を推薦している。 

・講義においては、各専門領域の講師を依頼して

いる。臨床経験のある医師、看護師長、副看護師

長が講義を担当している。 

１３．関係分野における先端的な知識・技
能等を習得するための研修や教員の指導
力育成など資質向上のための取組が行わ
れているか 

４ 

・研究助成金制度により、各教員は自己研鑚のた

めに個々で研修や学会に参加できる体制は整え

られている。 

今年度は、母体病院への管理実務研修を 2 名の

教員がのべ 10日間実施した。 

その他に、学生の夏季休暇中、教員 8名が看護実

践能力の向上のためのべ 19 日間臨床看護実践

研修を実施した。 

・その他、オンライン研修など各領域の看護教育

力向上のための研修を受講している。 

コロナ禍の影響で県をまたいで移動等が制限され

ているが教員個々が領域別の学会、研修に参加

している。 

１４．職員の能力開発のための研修等が
行われているか ４ 

・NHO看護教員能力開発プログラム（TNAD）に則

ってキャリア開発を行っている。その他、新任期の

看護教員は関信 G主催の新人教員研修、長野県

主催の新任期研修に 2名参加した。 

看護管理研修Ⅰについても推薦したが、選考から

漏れたため、次年度に再挑戦する予定。 

また幹部看護教員研修の受講を勧めるなど教員

個々の能力開発できる体制にしている。 

・他校の研究授業の参加は、コロナ禍の影響で制

限されているが、状況をみて参加している。   

学校内でお互いの授業を見学・意見交換を行う機

会を設けるよう計画している。 

・管理実務研修、臨床看護実践研修については

上記 13 を参照 

 

１５．教員の研究活動を保障（時間的・財
政的・環境的）しているか ４ 

・教員は年 6回研究日を設けられおり、研究に専

念できるようになっている。 

しかし,6回だけの研究日では不足するため、必要

時は年休取得。教員が研究日に専念できるよう、

業務に支障のないように調整が行われている。 

また教員一人当たり、25万円の研究助成金制度

がある。 

 
１６．教員の研究活動を助言・検討する体
制を整えているか ４ 

・ 研究活動を助言・検討するためのアドバイザー

を依頼できる研究助成金の体制は整えられ、アド

バイザーの確保ができている。外部アドバイザー

のない研究については修士課程修了の教育主事

による指導も行っている。 
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① 課題 

・閉校が決定しているため、最終学年(４６回生)の再履修科目が発生した場合の学習の補償を 

整備する必要がある。閉校までに留年者を残さず全員が卒業できるようにする。 

② 今後の改善対策 

  ・教員の研究についてプロトコルを作成し、年度内で研究が終了できるように取り組む 

  ・最終学年(４６回生)の学習支援 

③ 特記事項 

 

  

Ⅳ 学修成果 

今年は学会への発表を３題おこなった。その他の

研究については令和４年度に発表をする予定であ

る。 

 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．就職率の向上が図られているか ４ 

・R3 年度 3 年生 29 名は 100％就職内定した。採

用枠の減少にて第 1 志望の就職先ではない学

生もいたが、第 2 志望等へ進路指導を行い全

員の就職内定できた。県内就職率は 89.6％ 

・就職率向上に対して、1 年次より定期的に進 

路（進学・就職）調査及び面接を行い進路指

導している。1 年次 7 月に例年県内機構病院

へバス見学会を実施していたが、コロナ禍で

あり、中止しオンライン説明会に切り替え

た。また、2 年次後期には母体病院は対面に

て、県内機構病院についてはオンラインを活

用し就職説明会を実施した。 

3 月には関信 G 主催の合同就職説明会にもカ

リキュラムに組み込み参加した。 

２．資格取得率の向上が図られているか ４ 

・R2 年度、R3 年度とも看護師国家試験合格率は

100％である。(新卒) 

・国家試験対策は各学年とも学生の状況を踏ま 

え、各クラスに合わせた支援を実施している。 

・教員会議で各学年の成果の報告・学習支援の方 

法については全教員で意見交換をしている。ま 

た、学生が主体的に学習できる方法を検討して 

いる。3 年次は国家試験模擬試験を適時実施し、 

全国区の中での現状を把握、成績低迷者に対し 

個別面接指導した。 

３．退学率の低減が図られているか ３ 

・令和 3 年は 1 年生 2 名、2年生 1 名、3 年生 2

名退学している。（R2 年度 3.6％ R3 年度

4.7％） 

・健康上の理由で休学をしている学生 1 名（2

年生）、基礎看護学実習不合格のため 3 学年



  

8 

 

に進級できない学生 1 名（2年生）、進路の

迷いで一旦学業から離れ進路を再検討する学

生 1 名(2 年生)がいる。いずれも今後の学業

継続については本人や保護者と相談して進め

ていく。 

・本人に退学の意思があったとしても、そのま

ま受け入れるのではなく本人・保護者にとっ

て最善の選択ができるよう支援している。ま

た、進路に悩んだ時、学業継続が困難な時等

個別面接、保護者面接等必要な支援は行って

いる。 

・欠席が多い学生、成績低迷者や臨地実習が困

難な学生が進路変更（退学）するパターンが

多いため、積極的に把握・支援する。 

４．卒業生・在校生の社会的な活躍および
評価を把握しているか ３  

・機構内での卒業生の状況は看護部から情報を 

得ている。「把握」については方法など組織

化はされていない。 

・卒業生の里帰り企画についてはコロナ禍のた

め、学校へ直接来校参集はできていないが、

今年度は 3 年次の担任を中心に、学校からの

メッセージカードを送り、いつでも連絡相談

に乗る体制があることを伝えた。 

また、臨床看護技術演習の OSCE を母体病院

に勤務する卒業生の若手看護師に依頼し、学

校への里帰りの一助とした。 

・在校生に関しては学校を通して参加するボラン

ティア活動も多いため（機構病院に対してのボ

ランティァ活動、学校自治会を通して活動等）

それらについては把握している。また、コロナ

禍の状況での病院協力の意味も含め病院アルバ

イト（洗濯物等の荷物の搬送、フィルム整理）

を実施し、把握している。 

５．卒業後のキャリア形成への効果を把
握し、学校の教育活動の改善に活用され
ているか 

３ 

・進路面接、卒業前にキャリアアップについて

話している。年度当初の計画よりはコロナの

影響でキャリアアップに対する特別講義は縮

小したが、カリキュラムとしては整えてい

る。 

・臨地実習でも成人看護学実習Ⅲ：緩和ケア認

定看護師（緩和ケアの臨床講義）成人看護学

実習Ⅱ：皮膚・排泄ケア認定看護師（受け持

ち患者のストマケア）老年看護学実習Ⅱ 認

知症看護認定看護師（実習指導）感染管理認

定看護師等の認定看護師など接する機会があ

りキャリアアップを考える機会となってい

る。 

・NHO 看護学校の学生フォーラムでも認定看護

師等の活躍する先輩の話を聞く機会がありキ

ャリアアップを考える機会となっている。 
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① 課題 

・国家試験合格率 100％を維持する。 

・退学者が前年度より増加。3 年間での卒業率が低い。 

 

② 今後の改善対策 

・低学年からの個別フォロー 担任だけでなく各授業科目、実習担当で支援する。 

・退学者がいる。 

 成績低迷者、進路に迷いのある学生を早めに把握する。 

看護師になりたい意思、学習を継続する意志を随時確認する。 

   学生が適切な進路選択（休学・退学・進路変更）ができるよう教員間で情報共有し、適切な生活支

援、学習支援を行う。 

  ・卒業生への支援として、オンライン里帰り会の企画 

 

Ⅴ 学生支援 

・しかし卒業後のキャリア形成ヘの把握は十分

ではない。 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．進路・就職に関する支援体制は整備
されているか ４ 

・各学年担任は、学生個々の進路希望を調査後、個

人面接を実施した。定期面接以外にも、学生の希

望により面接を実施し学生が進路を自己決定して

いけるよう支援した。 

・3 年生に対しては、担任が中心となり採用試験願

書の指導・小論文対策を全員に対して行った。ま

た、模擬面接では複数教員が立ち合い所作につい

ても指導を行った。新型コロナ感染症対策のため

WEB 面接や試験日時の変更などについて、学生が

対応できるように支援を行った。 

２．学生相談に関する体制は整備されて
いるか ４ 

・担任による定期的な面接計画を立てている。また

学生の相談内容に合わせて個別面接を行い相談に

応じられるように体制を整えている。必要に応じ

て学校カウンセリングを受けられるよう調整を図

っている。学校カウンセリングは月 2 回の直接相

談のほか、メールでも相談ができる体制を整えて

いる。 

３．学生に対する経済的な支援体制は整
備されているか 

４ 

・奨学金に関しては、入学時に加えて随時説明、対

応している。奨学金申し込み書類（志望動機）の

記載確認指導を行った。また新型コロナウイルス

の感染拡大により経済的支援については県や学生

支援機構など支援・情報を含めその都度掲示や個

別指導、各クラスへのインフォメーションで周知

し、適切に対応している。コロナ禍にてアルバイ

トの収入減の学生に対し、県から臨時の食糧支援
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があり、学校を通じて希望学生 30 名に提供し

た。 

・母体病院の協力により病院内で感染症対策を行い

ながら経済的な支援が必要な学生に対して就労支

援(アルバイト)を行っている。 

４．学生の健康管理を担う組織体制はあ
るか 

４ 

・学則に基づき健康診断を実施している。校医の指

示で、再検査や受診の必要のある者については指

導し、結果をフォロー・校医へ報告している。 

・新型コロナウイルスワクチンを希望する学生全員

に対し、病院と連携し病院職員と同時期に接種し

た。また、B 型肝炎（2 年次）・インフルエンザ

の予防接種、体調不良時の受診調整などについ

て、母体病院と連携し体制を整え実施した。 

・新型コロナウイルス対策として、学校対応フロー

チャートを作成して学生に周知し、学生全員に行

動歴の記載の徹底、生活指導、寮内で感染が疑わ

れる者が発生した場合には文科省より無償配布さ

れた新型コロナウイルス抗原簡易検査キットを使

用しスクリーニングを実施している。 

・学生寮に入寮している学生の体調不良時、コロナ

の濃厚接触者発生時など、寮担当教員と担任が連

携し、受診の助言、環境消毒、保護者への対応を

行う体制を整え実施した。 

・国家試験受験のための県外移動後、実習開始前な

ど必要に応じ、母体病院の協力を得てコロナ抗原

定量検査を病院費用で実施する仕組みを整えた。 

５．課外活動に対する支援体制は整備さ
れているか ４ 

・自治会活動である茶道部・スポーツ部などの課外

活動は新型コロナウイルスの感染拡大の影響で活

動中止としている。学生が技術や知識を習得する

ための課外活動では学生が密にならず、感染対策

をしながら練習ができるように実習室や学習室・

図書室を開放している。 

６．学生の生活環境の支援は行われてい
るか ４  

・学内に教室の他、食堂やロビーなど学生が食事や
休息をできるスペースを確保している。また学習
室・ゼミ室など学生が自由に活用できる環境を整
えている。コロナウイルスの対応で環境消毒がで
きるよう整えている。現在、空気清浄機を購入準
備中である。 

・また校舎の老朽化、閉校に伴いで設備投資はでき
ないが、年度内に学生用ウオシュレットの新設予
定である。 

・院外実習時の宿泊施設の環境も、学生の意見を反
映し可能な限り調整している。 

 

７．保護者と適切に連携しているか ４  

・新型コロナウイルスの感染拡大の影響で保護者会
等は開催していない。連絡すべき事項は文書を郵
送するなどした。学習面・行動面・健康面で気に
なることがあれば保護者と連絡を取り、必要時面
接を実施している。 

 

８．卒業生への支援体制はあるか ４ 

・里帰り企画を計画していたが新型コロナウイルス

の感染拡大の影響で従来の来校しての実施はせず

メッセージカードを郵送し、相談できる体制があ
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① 課題 

・新型コロナウイルスの感染対策により、課外活動やアルバイトの中止など学生には精神的・経

済的な制約が多くなり個々の状況に応じた支援が必要となっている。 

・保護者会の中止などで保護者からの意見や家庭での様子、学校側からは学生の学校生活状況を

共有のする機会の検討 

② 今後の改善対策 

・新型コロナウイルスの感染防止対策を十分しながら、学生に不利益にならない学習環境・生活

環境の工夫や改善 

③ 特記事項 

 

 
Ⅵ 教育環境 

ることなどを合わせて記載した。次年度はオンラ

イン里帰り企画なども検討する。 

・国立病院機構内に就職した卒業生の状況について

は看護部より情報を得ることができ必要な支援が

できる体制にある。 

・国家試験不合格者に対しては国家試験受験の意思

確認を行い必要な支援を行っている。 

学校は卒業後いつでも学校に相談に来られるよ

うな環境づくりにより卒業生が来校している状

況にある。また、同窓会についての情報は、学

校 HP 上に公表し同窓会とも連携し卒業生を支援

している。 

９．社会人のニーズを踏まえた教育環境
が整備されているか 

４ 

・奨学金制度の活用の案内などを個別の状況によっ
て対応している。クラスでの人間関係について見
守り、必要時相談に乗るなどの対応行っている 

・大学等で修得した単位認定制度があり、個別での
学習支援は実施している。 

 

１０．高校・高等専修学校との連携によ
るキャリア教育・職業教育の取り組みが
行われているか 

３ 

・令和５年度に閉校のため学生募集は終了している

ため高校との連携が必要な場面はない。今年度は

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で公開講座

は中止している。 

近隣の看護専門学校とは実習病院の調整や必要
に応じて連絡や情報交換をしている。 
 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．施設・設備は教育上の必要性に十分対
応できるよう整備されているか 

３ 

・指定規則の基準は満たしている。講堂・体育館

などの施設は学内にないため母体病院や市内の

施設を利用している現状がある。その他古くな

った物は計画的に修理・メンテナンスを行って

いる。 

２．学内外の実習施設、インターンシップ、
海外研修等について十分な教育体制を
整備しているか 

３ 

・実習施設は老年看護学実習での新たな施設を設

け教育体制を整備した。 

・教員インターンシップは 2名の受け入れをし

た。学生はコロナ禍で病院のインターンシップ
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① 課題 

・災害時に必要な備蓄、帰宅困難が発生した場合の対応の検討はしたが、訓練は実施していない。 

② 今後の改善対策 

 ・登下校時の交通機関障害時の訓練の検討。 

 ・母体病院と連携した災害訓練(災害時の備蓄等) 

③ 特記事項 

 

Ⅶ 学生の受け入れ募集 
 
 

 
Ⅷ 財務 

ができていない状況にあるが、個々の病院見学

会に参加できるよう、施設の看護部と連携をし

ている。海外研修は行っていない。 

・母体病院の実習指導者会議の学習会の企画.運営

を臨地の指導者と協働で開催し、実習指導体制

強化に取り組んだ。 

 

３．防災に対する体制は整備されているか ３ 

・防災に関する規定は整備している。防災訓練は

隣接している学生寮を含め年 2 回実施し設備点

検も行っている。災害時の対策として各自が最

低限の備蓄を行うよう指導し、訓練時に確認し

ている。緊急時の連絡網(オクレンジャー)を利

用している。 

・病院の災害訓練についてコロナ禍のため、縮小

した机上訓練に教育主事が学校代表として参加

した。 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．学生募集活動は、適正に行われているか NA 
R3 年度の入学生をもって閉校となるため、新たな

募集活動は行っていない。 

２．学生募集活動において、教育成果は正確
に伝えられているか NA 

上記の理由により今年度実施していない。 

３．学納金は妥当なものとなっているか NA 
上記の理由により該当なし。 

評価項目 

４：適切    

３：ほぼ適切 

２：やや不適切 

１：不適切 

備 考 

１．中長期的に学校の財政基盤は安定して
いるといえるか ３ 

・閉校に向けて今年度は入学生の募集停止もあり、

検定料などの収入もないため学校としてのより一

層の経営状況は厳しい。長野県の運営交付金につ

いては予定通り要件を満たし受給できる見込みで

ある。 
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① 課題 

・学校収支状況について赤字状態が継続している。 

・閉校が決定したため、年々学生数は減少する。したがって県からの補助金も減少するため、経費

の削減は必須である。 

 

② 今後の改善対策 

  ・長野県補助金獲得に向けた県内病院への就職実績を積み重ねていく 

 ・学校環境整備については不備な部分については検討を行い、必要なものは経営状況を確認しなが

ら修理・更新を行っていく。学生へも節約の意識や物品の管理の方法等ものを大切にする意識を

つける努力を続ける。 

・日頃から物品を丁寧に使用する、点検修理を行っていく。 

・節電対策 

 

③ 特記事項 

 

Ⅸ 法令等の遵守 

２．予算・収支計画は有効かつ妥当なもの
となっているか 

４ 
・物品・図書等購入計画を立て、運営会議で承認を

得て運営を行っている。 

３．財政について会計監査が適正に行われ
ているか 

４ 

・財務監査については年 1 回国立病院機構関東信越

グループが会計監査に入っており、適切に行われ

ている。また月次決算について報告を受けている 

４．財務情報公開の体制整備はできている
か 

４ 
・ホームページにて情報公開を行っている。 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．法令・専修学校設置基準等の遵守と適
正な運営がなされているか ４ 

・指定規則を遵守し、構成されている。教育課程

については教員会議で検討したのち、学校教育

課程編成委員会(外部委員)での検討を行ってい

る。 

・指定規則に定められた教材・教具については毎

年確認している。 

・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う学習方

法や環境については、長野県を通して周知され

る文部科学省、厚生労働省より示される内容を

遵守し実施している。 

・今後も適宜示される取り組みを遵守した運営を

行っていく。 

２．個人情報に関し、その保護のための対
策がとられているか 

４ 

・職員に対しては国立病院機構の個人情報の管理

規定、倫理規定に基づき対策を行っている。 

・学生に対しては学生便覧、実習要綱に明記され

その都度指導を行っている。入学生には個人情

報に係る承諾書をとり学校保管している。学生

の個人情報に関して学年用・カリキュラム・実
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① 課題 

 ・閉校を含めた学校運営にかかる指定・認定の更新、報告時期の確認、確実な実施を行う 

② 今後の改善対策 

 ・閉校に係る業務については引継ぎ、共有化のためプロジェクトチームを作り運営していく 

③ 特記事項 

Ⅹ 社会貢献・地域貢献 

習用の HD を使用、鍵のかかるところに保管する

など対策をとっている 

３．自己評価の実施と問題点の改善を行っ
ているか 

４ 

・中間評価を 9 月末、最終評価を年度末に実施

し、課題を明確にしている。改善できるところ

から取り組んでいる。 

４．自己評価結果を公開しているか ４ 
・ホームページに公開している。 

５．学生や保護者が自由に意見を言える体
制が整備されているか ３ 

・例年の入学式、戴帽式にて保護者会を実施して

いるが新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、実施できていない。成績低迷者、欠席の続

く学生に対しては保護者へ連絡し面談を行うな

ど対応を行っている。また電話での相談や連絡

を取っている。学生に対しては担任が定期的に

個別面談や相談を行っている。 

・学生にはカリキュラム満足調査を 9 月末、3 月

に実施。学生の声を学校運営に反映し、年度末

には評価を実施している。 

 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．学校の教育資源や施設を活用した社 
会貢献・地域貢献を行っているか 4 

・新型コロナウイルスの感染拡大により小学生

を対象とした公開講座が中止となり、学校施

設を活用した地域貢献の実施ができない。教

材等地域から依頼があった場合物品の貸し出

しを行っている。（近隣看護専門学校） 

・閉校に伴い 1 年次の基礎分野の講義は終了し

た。市内近隣の看護専門学校が課程変更に伴

い講師選定に苦慮しているため、講師の紹介

や仲介、情報提供を行い協力した。 

・新型コロナウイルス感染拡大地域への公的病

院看護師派遣について、厚生労働省、国立病

院機構からの要請に基づき、母体病院を代表

して看護教員を 2 月中旬より 3 月末日まで東

京都のコロナ施設へ派遣し、地域医療を支え

る重要な役割を果たし貢献した。 

 

２．学生のボランティア活動を奨励、支 
援しているか ４ 

・学校内でのボランティア活動、県内機構病院

関係のボランティア活動については奨励・支

援し、夏季休暇を利用し 10 名程の学生が参加
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① 課題 

・実習施設のボランティア活動は行えたが、近隣の地域におけるボランティア活動・公開講座などの

実施ができなかった。 

② 今後の改善対策 

・学生ボランティアは今後も継続して参加を促していく。 

・地域における看護職への興味を向けられる活動を計画する。 

③ 特記事項 

・閉校に向けて教育資材の活用方法の検討が必要 

 

 

Ⅺ 国際交流（必要性に応じて） 

 

 

① 課題 

・現状の教育環境では留学生の受け入れは困難である 

② 今後の改善対策 

③ 特記事項 

 

した。リレーフォーライフジャパンは参加方

法がオンラインとなったため学生に参加を促

した。 

３．地域に対する公開講座・教育訓練(公 
共職業訓練等を含む)の受託等を積 
極的に実施しているか 

２ 

・依頼があった場合には、積極的に実施してい

る。看護教員インターンシップを 2 件受け入

れた。その他関東信越グループ新人看護教員

の研修講師を担当した。 

・成人・高齢者への地域に向けた公開講座など

の実施は近年実施がない状況である。次年度

は病院と共催し実施していく予定である。 

評価項目 

４：適切     

３：ほぼ適切 

２：やや不適切  

１：不適切 

備 考 

１．留学生の受け入れ・派遣について戦 
略を持って行っているか １ 

・ 留学生の受け入れに関しては、これまでに需要が

なかったこと、国立病院機構が定めている教員配

置は指定規則の最低人数であり、留学生に対して 1

人の教員の確保ができないため、留学生の受け入

れは現状できない 

２．留学生の受け入れ・派遣、在籍管理 
等において適切な手続き等がとら
れているか 
 

NA 

同上 

３. 留学生の学修・生活指導等について 
学内に適切な体制が整備されてい 
るか 
 

NA 

同上 

４．学習成果が国内外で評価される取組 
を行っているか １ 

・学校評価をホームページ上で公開はしているが、日

本語のみとなっている。 

・学会発表については国内のみである。 


